
船舶事故等調査報告書 

平成２７年４月２３日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２０１４神第１１９号 

事故等種類 乗揚 

発生日時 平成２６年９月６日 １７時１５分ごろ 

発生場所 滋賀県彦根
ひ こ ね

市馬場
ば ん ば

地先北方沖（琵琶湖東岸） 

松原
まつばら

四等三角点から真方位２５３°１,５８０ｍ付近 

 （概位 北緯３５°１６.８１′ 東経１３６°１４.４３′） 

事故等調査の経過  平成２６年９月１６日、本事故の調査を担当する主管調査官（神戸

事務所）を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

ヨット ２９８０６、総トン数なし 

 なし、国立大学法人滋賀大学 

 乗組員等に関する情報 艇長、操縦免許なし 

 死傷者等 軽傷 １人（同乗者） 

 損傷 船底部に破口 

 事故等の経過  本船は、艇長が１人で乗り組み、同じクラブの仲間（以下「同乗

者」という。）１人を乗せ、琵琶湖東岸沖において、１３時ごろから

帆走訓練を行い、穏やかな気象状況であったので、帆走に支障はない

と思い、訓練を続けていたところ、平成２６年９月６日１７時ごろか

ら北風が急に強まり、帰港の準備を始め、セールを降ろそうとしたと

ころ、ジブセールが破損して帆走が困難となり、南方に圧流され、 

１７時１５分ごろ、彦根市馬場地先北方沖の潜堤に乗り揚げた。 

 艇長は、来援した救助艇の指示により、同乗者と共に本船を離れ、

泳いで湖岸に戻った。 

 同乗者は、左太ももに打撲を負い、病院で診察を受けた。 

 気象・海象 気象：天気 雨、風向 北、風速 約１０～１５m/s、視程 約５００

ｍ 

水象：水位 マイナス約２５cm、湖水温度 約２７℃、波向 北、波

高 約１～２ｍ 

 本事故当日１７時０４分に、大雨、突風及び落雷に関する滋賀県気

象情報第１号が発表されていた。 

 その他の事項  艇長は、帆走経験が約１年６か月であり、年間約８０回出艇してお

り、同乗者と共に救命胴衣を着用していた。 

 艇長は、４隻の僚艇と共に発航前に、気象台の気象情報を確かめて

いた。 

 １３時００分ごろ出艇した時の風速は、約２m/s であり、湖面は穏

やかであった。 



 艇長は、発航後、帆走の訓練中には気象情報を確かめていなかっ

た。 

 艇長は、風波が短時間のうちに急速に強くなったと感じた。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

なし 

あり 

 本船は、琵琶湖東岸の彦根市馬場地先北方沖において、帆走の訓練

中、北風が強まってジブセールが破損し、帆走が困難となったことか

ら、南方に圧流され、潜堤に乗り揚げたものと考えられる。 

原因  本事故は、本船が、琵琶湖東岸の彦根市馬場地先北方沖において、

帆走の訓練中、北風が強まってジブセールが破損し、帆走が困難とな

ったため、南方に圧流され、潜堤に乗り揚げたことにより発生したも

のと考えられる。 

参考 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・発航した後も、適宜、気象状況の変化に注意しておくこと。 

・気象状況の悪化を認めた場合には、ちゅうちょなく帆走を中止

し、帰ること。 

 


